
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題

小テスト

平常点 100%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） HR ４

科目基礎情報

こども学科 後期

学習目的

2年次 必修 15時間

1単位 講義

キャリア実習マニュアル

担当教員情報

井上　厚 実務経験の有無・職種 無

授業時数の4分の3以上出席しないものは原則として評価しない。

評

価

方

法

備　　考

授業内容 各回の到達目標

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

１年次から育んできた学生と教師間の信頼関係をより強固にすることが第一の目的である。第二の目的はクラスの団結を高めることである。学生が、

いろいろな価値観を持つ人がいることに気付き、お互いの存在を受容し、クラスメート一人一人がかけがえのない存在であると捉え、互いを尊重しな

がら切磋琢磨して、社会人としての一歩を踏み出すための準備をサポートする。また、学習及び生活のサポートをする。保育実習や、幼稚園実習に向

けてのサポートを行う。

到達目標

学生一人一人が将来保育者としてどのような保育を行っていくのか考察をより一層深め、その方向性について確かめていく。授業が終わった際には一

人一人の学生が将来に対するビジョンをしっかりと持ち、その方向性が固まり、そのビジョンを達成していくには何が必要なのか具体的に考えて推し

進めていく段階にする。就職活動に対する理解を更に深め、実際に就職活動を行うサポートをする。また、実習で学生が戸惑うことのないように、実

習に向けてのスキルアップを更に図っていく。

教育方法等

学生生活のサポートを行うため、学生一人一人の状況を確認するとともに、履修カリキュラムの達成状況の確認、学生との情報共有を目的

とした連絡事項の徹底を図る。卒業期の年間スケジュールを理解し、幼・保コースの学生には２回目の幼稚園教育実習事前指導と、保育実

習に向けてのサポートを行う。保育士コースの学生には、保育園実習に向けての事前指導を行う。

１回目の幼稚園実習、保育実習の成果と課題を確認する。

授業計画（１回～8回）　

２回目のキャリア実習の計画作成連絡事項、キャリア実習事前準備指導

連絡事項、卒業発表指導 卒業発表の準備の進捗状況を確認する。

１回目のキャリア実習を踏まえて、２回目のキャリア実習の意義を確認する。

連絡事項、卒業発表指導

連絡事項、キャリア実習について理解を深める

卒業発表の準備を行う。

連絡事項、ガイダンス、学生指導要綱等の記入

連絡事項、卒業発表指導 卒業発表の総仕上げをする。

連絡事項、キャリア実習中間報告 キャリア実習の中間報告会のための準備をする。

連絡事項、キャリア実習事後報告会 キャリア実習事後報告会を行い、成果と課題を確認する。


